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【表紙】「平成の架替」以降、現在まで継

続して行われている錦帯橋の橋守。

340年以上同じ姿で在り続ける錦帯橋は

地元の職人の手で守られ、その技術は今

もなお引き継がれている。
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広報いわくに

岩
国
の
宝
を
世
界
の
宝
に

　

世
界
遺
産
と
は
、
国
や
民
族
を
越
え
て
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
類
共
通
の
宝
物
で

す
。
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
）
で
は
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
と
い
う

リ
ス
ト
に
こ
の
世
界
の
宝
物
を
記
載
し
、
未

来
に
向
け
て
守
っ
て
い
く
約
束
を
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
が
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
歴
史
的
な
建
造
物
や
遺

跡
な
ど
の
「
文
化
遺
産
」、
美
し
い
風
景
や

貴
重
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
な
ど
の「
自

然
遺
産
」、
そ
の
両
方
を
持
つ
「
複
合
遺
産
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

錦
帯
橋
は
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
登
録

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　

国
（
日
本
）
は
「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

と
い
う
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
候
補
を
毎
年
１
件
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
委
員
会
に
推
薦
で
き
ま
す
。文
化
庁
は「
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
の
追
加
募
集
を
平
成

18
・
19
年
度
に
行
い
、
現
在
文
化
遺
産
７
件
、

自
然
遺
産
１
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

錦
帯
橋
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

ま
ず
「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
に
記
載
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

世
界
遺
産
と
は
？

世
界
遺
産
登
録
へ
の
第
一
関
門

世
界
遺
産
へ
の
道
の
り

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

記
載
へ
の
取
り
組
み

　

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
を
例

え
て
言
う
と
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な

ど
の
日
本
代
表
の
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト

で
す
。
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
な
い
と

試
合
に
出
る
ど
こ
ろ
か
、
ベ
ン
チ
入

り
も
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
に
な

る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
メ
ン
バ
ー

に
選
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

に
記
載

国
か
ら
世
界
遺
産
委
員
会

に
「
推
薦
書
」
提
出

諮
問
機
関
に
よ
る
審
査
・

評
価
（
約
１
年
半
）

　

文
化
遺
産
は
イ
コ
モ
ス（
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
）
が
審
査
（
現
地
調

査
含
む
）

世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録

の
可
否

代表メンバー入り結果発表 錦帯橋は今ココ！
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錦
帯
橋
は
、
石
敷
の
護
床
工
が
守
る

中
央
４
基
の
橋
脚
、
両
岸
の
橋
台
に
、

中
央
３
つ
の
ア
ー
チ
橋
、
両
端
２
つ
の

桁
橋
を
架
け
た
５
連
橋
で
す
。

　

１
６
７
３
年
、
第
３
代
岩
国
領
主
吉

川
広ひ

ろ
よ
し嘉

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

３
４
０
余
年
を
越
え
て
、
修
復
と
架
け

替
え
を
重
ね
な
が
ら
、
守
ら
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
岩
国
の
宝
物
で
あ
る
錦
帯
橋
を
、

人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７



　

平
成
30
年
12
月
19
日
、
村
岡
知
事
と
福
田

市
長
、
山
口
県
議
会
の
柳
居
議
長
、
岩
国
市

議
会
の
藤
本
議
長
が
文
部
科
学
省
を
訪
問
し
、

柴
山
文
部
科
学
大
臣
に
、
錦
帯
橋
の
提
案
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
世
界
唯
一
の
構
造
を
持
つ
木
橋

で
あ
る
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て

の
想
い
を
伝
え
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ

の
追
加
記
載
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

2019.2.13

●
世
界
唯
一
の
構
造

　

中
央
３
つ
の
ア
ー
チ
橋
は
、
桁け

た

、
楔

く
さ
び

、
梁は

り

、

棟む

な

ぎ木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
錦
帯
橋
式
ア

ー
チ
構
造
」
で
す
。
こ
の
構
造
と
同
じ
構
造

を
持
つ
木
造
ア
ー
チ
橋
は
、
世
界
中
、
ど
こ

を
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

石
造
り
な
ら
「
ア
ー
チ
式
石
橋
」
が
あ
り

ま
す
が
、
木
材
は
材
質
そ
の
も
の
が
柔
ら
か

い
上
に
、
一
本
一
本
が
細
く
、
ア
ー
チ
状
に

加
工
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
石
と
同
じ
組

み
方
を
し
た
と
し
て
も
、
必
要
な
強
度
を
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
構
造
が

「
錦
帯
橋
式
ア
ー
チ
構
造
」
で
す
。
加
え
て
、

巻ま
き
が
ね金

で
部
材
を
束
ね
る
こ
と
で
強
度
を
高
め
、

35
・
１
ｍ
の
長
い
ア
ー
チ
・
ス
パ
ン
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

●
無
限
の
美
し
さ

　

５
連
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
造
形
美
。
四
季

折
々
の
自
然
と
の
調
和
。
錦
帯
橋
を
構
成
す

る
石
（
重
厚
感
）
と
木
（
軽
快
さ
）
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
。
下
か
ら
見
上
げ
た
と
き
の
構

造
の
複
雑
さ
、
桁
や
梁
の
一
定
の
規
則
性
の

美
し
さ
。
観
る
場
所
、
時
季
に
よ
っ
て
無
限

の
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
美

し
さ
は
、
浮
世
絵
師
の
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広

重
な
ど
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

徳
川
将
軍
家
に
嫁
い
だ
篤あ

つ
ひ
め姫

は
、
わ
ざ
わ
ざ

回
り
道
を
し
て
錦
帯
橋
を
訪
れ
、
渡
る
許
可

が
出
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
に
橋
を
渡
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
錦
帯
橋

に
は
芸
術
家
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
を
魅

了
す
る
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

錦帯橋式アーチ構造
世
界
に
発
信
し
た
い

　
　
　
　
　

錦
帯
橋
の
魅
力

歌川広重

『六十余州名所図会 周防岩国錦帯橋』

所蔵 / 岩国徴古館

　

錦
帯
橋
は
長
い
歴
史
の
中
で
変
わ
ら
ぬ

美
し
さ
を
誇
り
続
け
岩
国
の
象
徴
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
身
近
に
あ

り
日
常
の
風
景
で
あ
る
錦
帯
橋
は
私
に
と

っ
て
も
学
生
時
代
は
部
活
動
に
通
う
た
め

の
生
活
道
で
し
た
。
生
活
の
中
に
は
い
つ

も
錦
帯
橋
が
あ
り「
心
の
ふ
る
さ
と
」で
す
。

　

昨
年
12
月
の
文
部
科
学
省
へ
の
提
案
書

の
提
出
に
よ
り
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
の
活
動
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
は

市
民
一
人
一
人
が
も
っ
と
錦
帯
橋
に
興
味

を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
錦
帯
橋
を
世
界

文
化
遺
産
に
推
す
会
」
で
は
そ
の
後
押
し

を
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
世
界
遺
産
登
録
が
ゴ
ー
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
も
そ
の
美
し
さ
を

守
り
、
愛
さ
れ
続
け
る
存
在
に
な
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

錦帯橋を世界文化遺産に推す会

会長　川畑　道子 氏

錦
帯
橋
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
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涌
本
清
、
白
木
光
夫
、
穐
本
勲
、
坂
根
善
雄
、

山
本
和
男
、
野
村
良
文

庄
司
道
広

髙
﨑
幹
夫
、
嶋
岡
文
心
、
村
岡
賢
司
、
藤
兼

利
彦
、
村
田
弘
、
吉
本
秀
次
、
山
﨑
郁
夫
、

山
手
祐
治
、
中
川
俊
三
、
田
村
寿
、
中
井
鉄

彦貞
中
哲
一
、
白
田
憲
光

今
田
吉
彦
、
廣
毅
彦
、
田
村
芳
則
、
山
本
和

男
、
山
口
和
子

藏
岡
昭
治
、
中
垣
勝
治
、
山
根
隆
哉
、
松
重

光
則
、
村
上
光
則
、
嶋
岡
文
心
、
村
岡
賢
司
、

白
田
信
彦
、
藤
兼
利
彦
、
戸
﨑
敏
雄
、
中
川
勲
、

木
下
辰
之
、
桝
中
徹
也
、
佐
田
茂
久
、
藤
山

幸
郎
、
吉
本
秀
次
、
橋
本
知
也
、
藤
野
修
二
、

藤
田
修
治
、
野
村
典
彦
、
峠
田
髙
秀
、
竹
原

直
美
、
髙
村
正
巳
、
岡
修
、
岡
田
辰
也
、
神

田
敦
仁
、
原
田
清
、
上　

繁
美
、
花
木
和
也
、

大
谷
次
夫
、
藤
村
好
孝
、　

兼
正
敏
、
藤
本

健
司

森
重
和
美
、
上
風
呂
惠
、
川
本
敏
秀
、
貴
船

博
己

森
口
勝
征

坂
本
卓
男
、
日
比
俊
生

瀬
村
正
敏
、
中
川
保
雄
、
森
脇
透
、
岩
本
敏
明
、

宮
川
桂
司
、
芦
岡
育
子
、
坂
本
公
彦
、
濱
埼

正
雄
、
坂
上
政
行
、
藤
田
修
治
、
水
野
勝
治
、

石
川
靖
、
武
本
千
津
子
、
森
兼
孝
行
、
隅
聖

典
、
藤
村
好
孝
、
名
越
壽
雄

中
村
勤
、
今
田
吉
彦
、
向
原
一
芳
、
髙
村
敏
行
、

広報いわくに

　１月13日に横山河川敷運動広場で開催された消防出初式において、消防庁長官表彰などの受

章報告や、日頃の消防活動に功績のあった消防団員などの表彰が行われました。　　　　【敬称略】

　危機管理課消防班☎340019

功
績
章

精
績
章

功
労
章

瑞
宝
双
光
章
（
平
成
30
年
春
の
叙
勲
）

功
績
章

市消防団員などを表彰

永
年
勤
続
功
労
章

40
年
勤
続
表
彰

功
労
章

消
防
庁
長
官
表
彰

山
口
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

叙
勲

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

瑞
宝
単
光
章
（
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
）

受
章
報
告

表　

彰

勤
続
章
30
年

永
年
勤
続
功
労
章
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國
弘
昇
、
松
村
義
明
、
松
原
和
彦
、
杉
山
良

彦
、
福
永
敦
史
、
藤
本
洋
征
、
野
村
良
文

濵
重
寿
生
、
村
中
克
則
、
林
智
明
、
貴
舩
元
樹
、

桝
中
徹
也
、
下
岡
新
治
、
北
野
進
、
岡
原
隆
、

坂
上
政
行
、
有
馬
秀
樹
、
米
澤
誠
、
久
重
貞

二
、
髙
村
宏
明
、
原
田
清
、
花
木
和
也
、
坂

本
泰
司
、
藤
村
好
孝
、
西
村
一
典
、
林
都
良

史
、
名
越
壽
雄
、
藤
本
健
司

上
村
啓
二
、
金
田
達
也
、
沖
中
和
海
、
濵
﨑
勇
、

坂
田
真
一
、
牧
本
智
忠
、
市
木
崇
幸
、
大
嶋

克
幸
、
清
水
聖
己
、
山
本
正
春
、
河
本
教
満
、

木
村
隆
富
、
勝
井
則
之
、
岡
村
昭
夫
、
山
本

将
太
、
岡
野
雄
司
、
兼
城
安
孝
、
橋
本
博
光
、

有
國
茂
毅
、
糯
畑
純
、
驛
田
博
之
、
高
木
茂
、

福
田
富
雄
、
髙
杉
聡
之
、
仲
新
城
昇
、
福
井

啓
二
、
田
村
武
、
中
田
誠
、
小
林
誠
、
行
光

秀
一
、
弘
岡
典
文
、
金
子
哲
也
、
山
本
保
司
、

原
田
裕
司
、
佐
竹
真
一
、
藤
谷
和
彦
、
高
橋

宏
直
、
末　

倫
之

日
下
光
明
、
石
川
雅
士
、
森
本
基
臣
、
中
村

友
一
、
草
地
修
一
、
野　

隆
、
正
木
浩
二
、

長
谷
川
亀
夫
、
松
村
友
和
、
清
水
淳
、
江
口
彰
、

藤
本
勝
公
、
西
川
泰
生
、
山
口
光
一
、
石
田

吉
人
、
堪
井
清
智
、
山
本
康
弘
、
重
本
誠
治
、

藤
本
勝
洋
、
岡
村
信
吾
、
村
中
則
幸
、
山
埼

紀
章
、
新
田
和
宏
、
河
村
幸
生
、
倉
重
雅
之
、

山
中
大
輔
、
沖
本
佳
寛
、
植
田
義
徳
、
濵
重

雄
一
、
中
村
一
哲
、
藤
田
利
明
、
上
原
要
一
、

奥
屋
健
治
郎
、
上
岡
博
之
、
貴
船
剛
史
、
山

田
秀
子
、
角
田
京
子
、
藤
本
ま
ど
か
、
齋
藤

宜
子
、
米
澤
妃
登
美
、
蛭
谷
加
奈
恵
、
森
田

典
子
、
藤
田
真
理
子
、
森
川
真
粧
美
、
山
根

廣
師
、
立
山
勝
規
、
中
嶋
直
樹
、
中
谷
貴
伸
、

藤
井
暁
史
、
岡
田
佳
悟
、
上
本
和
幸
、
上
名

誠
司
、
小
杉
孝
司
、
森
岡
久
美
、
堀
江
泰
、

寺
本
隆
宏
、
吉
田
裕
志
、
青
木
文
男
、
山
中

政
明
、
二
家
本
喜
益
、
杉
本
孝
道
、
山
本
浩

司
、
梅
川
友
之
、
坂
本
和
也
、
榎
本
耕
大
、

三
浦
亮
子
、
柏
﨑
瑞
枝
、
石
井
麻
紀
、
今
井

衣
紀
、
田
中
ゆ
き
え
、
花
木
か
お
り
、
庄
司

房
雄
、
三
浦
征
二
、
尾
上
順
一
、
升
本
雅
視
、

山
根
弘
己
、
平
田
幹
雄
、
藤
永
和
宏
、
佐
伯

朋
和
、
鞘
本
和
俊
、
藏
本
三
四
郎

村
岡
賢
司
、
上
風
呂
惠
、
豊
中
俊
行
、
近
藤

信
正
、
髙
辻
和
明

中
里
文
昭
、
森
重
尚
夫
、　

本
泰
二
、
櫛
井
修
、

河
本
教
満
、
末
岡
優
、
川
岡
俊
文
、
前
川
俊
実
、

保
木
孝
男
、
末　

和
孝
、
驛
田
博
之
、
山
ノ

口
達
也
、
加
川
敏
治
、
野
村
典
彦
、
石
川
靖
、

岩
崎
淳
二
、
森
田
勝
之
、
品
川
治
、
杉
山
健

次
、
西
村
信
義
、
林
都
良
史

早
川
一
美
、
藤
堂
修
、
松
村
真
治
、
鶴
田
博
充
、

村
本
智
彦
、
加
國
清
治
、
松
岡
寛
雄
、
中
島

啓
太
、
宇
野
育
未
、
金
澤
俊
宏
、
兼
本
裕
介
、

片
塰
健
太
、
荒
井
敏
勝
、
山
下
辰
彦
、
長
谷

川
亀
夫
、
三
吉
寿
男
、
山
本
隆
司
、
正
兼
泰
考
、

岡
正
好
、
村
中
幸
恵
、
宮
田
学
、
安
永
篤
史
、

塚
本
征
之
、
唐
椀
隆
志
、
山
本
学
、
秋
山
哲
夫
、

村
井
隆
義
、
西
村
義
夫
、
須
山
聖
士
、
村
岡

さ
え
子
、
山
本
雅
彦
、
土
谷
孝
行
、
福
田
侑
輔
、

福
岡
克
芳
、
松
山
剛
、
藤
田
健
次
、
有
國
茂
毅
、

糯
畑
純
、
青
見
勝
、
石
橋
安
弘
、
西
村
佑
太
、

福
井
啓
二
、
植
野
裕
二
、
末
川
智
子
、
中
田
誠
、

森
川
幸
二
、
山
根
武
敏
、
山
本
直
文
、
向　

英
昭
、
川
原
勝
久
、
手
嶋
孝
至
、
大
峯
尉
之
、

二
上
哲
久
、
森
廣
隆
昭
、
小
田
晃
、
渡
邉
博
司
、

藤
井
基
晴
、
原
田
慎
吾
、
岡
崎
達
生
、
森
兼

隆
志
、
柳
川
勇
治
、
角
直
泰
、
郡
司
掛
信
也
、

伊
木
英
二
、
森
槌
耕
司
、
河
本
恵
里
、
山
根

弘
己
、
平
田
幹
雄
、
末　

幸
治
、
長
川
健
二
、

寺
弘
志
、
三
輪
直
弘
、
藏
本
三
四
郎

佐
伯
節
男
、
白
田
憲
光
、
川
上
賴
人
、
石
川

善
久
、
田
中
一
美
、
守
川
好
夫
、
馬
場
康
、

沖
中
福
三
、
白
木
光
夫
、
小
笠
原
國
男
、
中

川
幸
三
、
亀
田
春
生
、
河
野
辰
夫
、
髙
橋
利
樹
、

田
中
康
広
、
北
村
英
造
、
善
本
博
之
、
髙
林

秀
樹
、
野
村
政
信
、
末
岡
清
和
、
長
井
康
伸
、

善
岡
憲
三
、
森
重
信
司
、
藤
長
義
正
、
岩
見

滿
則
、
兼
城
通
安
、
村
田
弘
、
村
重
正
信
、

金
平
正
美
、
藤
山
幸
郎
、
堀
田
貢
、
田
村
芳
則
、

貴
船
英
二
、
田
中
信
吉
、
谷
本
孝
宏
、　

波

則
夫
、
大
塚
茂
美
、
杉
山
義
教
、
小
志
正
照
、

清
弘
正
登
、
木
村
幹
夫
、
松
前
聡
、
榎
本
要
、

讃
井
康
夫
、
有
間
静
興
、
中
川
俊
三
、
中
川

辰
也
、
宮
本
明
人
、
三
浦
郁
夫

國
清
宏
、
福
盛
良
一
、
大
石
浩
義

2019.2.1

20
年
勤
続
表
彰

10
年
勤
続
表
彰

功
績
章

精
勤
章

30
年
勤
続
表
彰

岩
国
市
長
表
彰

岩
国
市
消
防
団
長
表
彰

退
団
者
感
謝
状
贈
呈

　
　

 
（
山
口
県
消
防
協
会
）

退
職
者
感
謝
状
贈
呈

　
　

 

（
山
口
県
消
防
協
会
）

岩
国
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　

 

消
防
長
表
彰

功
労
章
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

成人式

　

１
月
13
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

で
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
１
０
９
１
人
が
出
席
し
、

晴
れ
や
か
な
表
情
で
大
人
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
会
場
に
は
新
成
人
が

続
々
と
集
ま
り
、
友
人
と
の
再
会
を

喜
び
合
っ
た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り

す
る
人
で
、
辺
り
は
明
る
い
笑
顔
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
福
田
良
彦
市
長
と
藤

本
泰
也
市
議
会
議
長
が
新
成
人
に
対

し
て
祝
福
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
実
行
委
員
が
二は

た

ち

十
歳

の
誓
い
と
題
し
て
、
親
や
友
人
な
ど

へ
の
感
謝
を
述
べ
「
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
自
分
自
身
の
志
を
掲

げ
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
自
分
の

決
め
た
道
を
信
じ
、
一
歩
ず
つ
歩
ん

で
い
く
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
行
事
で
は
、
岩
国

の
イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
が
紹
介

さ
れ
、
最
後
に
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
る
と
、
懐
か

し
い
恩
師
の
姿
に
新
成
人
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

目
標
に
向
か
っ
て 

気
持
ち
新
た
に ▲インスタ映えスポットとして、みなとオ

　アシスゆうや吉香公園などが紹介された



2019.2.1

英
語
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に

▲普段口にすることがないアメリカならではの食べ物

　に子供たちは大喜び

フレンドシップツアー
in IWAKUNI

　

１
月
14
日
、
基
地
内
親
子
バ
ス
ツ

ア
ー
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
in

I
W
A
K
U
N
I
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
小
・
中
学
生

に
英
語
へ
の
興
味
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
の

協
力
を
受
け
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
23
組

46
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
バ
ス
の
中
で
簡
単
な
英

会
話
を
練
習
し
た
後
、
岩
国
基
地
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル（
中
学
校
）や
住

宅
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
学

で
は
、
造
り
や
設
備
、
商
品
の
種
類
・

大
き
さ
の
違
い
に
驚
き
の
声
が
上
が

る
な
ど
、
子
供
た
ち
は
身
を
持
っ
て

文
化
の
違
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
食
時
に
は
、
練
習
し
た
英

語
を
使
っ
て
家
庭
ご
と
に
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
や
ピ
ザ
な
ど
を
注
文
し
、
本
場

な
ら
で
は
の
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
ズ
の

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
「
英
語
の
ま
ち

I
W
A
K
U
N
I
」
を
目
指
し
て
、

子
供
た
ち
が
英
語
に
親
し
め
る
施
策

を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
英
語
教
育
推
進
室
☎
㉙
５
２
０
４

▲ミドルスクールの見学では授業中にもかかわらず多

　くの生徒が出迎えてくれ、交流を図った

　

12
月
26
日
、
市
と
全
国
健
康
保
険

協
会
山
口
支
部
は
「
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
た
包
括
的
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
の
健
康
保
険

に
は
中
小
企
業
の
従
業
員
と
家
族
な

ど
市
民
の
約
４
人
に
１
人
が
加
入
し

て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
と
合
わ
せ

る
と
市
民
の
半
数
近
く
に
上
る
こ
と

か
ら
、
協
定
締
結
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
づ
く
り
情
報

の
幅
広
い
周
知
、
特
定
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
な
ど
の
共
同
実
施
に
よ
る

受
診
率
向
上
、
医
療
費
・
健
診
結
果

の
分
析
に
基
づ
く
よ
り
効
果
的
な
事

業
の
実
施
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

協
定
書
調
印
に
臨
ん
だ
福
田
良
彦

市
長
と
高
橋
哲
彦
支
部
長
は
「
保
険

の
垣
根
を
超
え
て
協
力
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与

で
き
る
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

市
は
今
年
度
中
に
第
２
次
岩
国
市

健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

豊
か
な
人
生
の
た
め
に
健
康
で

健康づくりの推進に向けた包括的
連携に関する協定締結式

▲協定締結が多くの市民の健康づくりにつながること

　が期待される

▲協定書に調印する高橋支部長（左）と福田市長
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古川　豊子さん

（南岩国町在住）

　ＮＰＯ法人宇野千代

生家副理事長。岩国市

を代表する女流作家・

宇野千代の生家と庭の

管理を43年前に本人か

ら頼まれ、現在は上記

団体のスタッフと共に

管理を続けている。

▼宇野千代生家の庭に植えられた数十本の
　桜や紅葉の枯れ葉を掃除する古川さん

8

先
生
が
愛
し
た
庭
を

　
　

人
々
の
癒
し
の
庭
に

　

年
間
５
千
人
が
訪
れ
る
市
の
観
光
名
所
、

宇
野
千
代
生
家
。
昭
和
49
年
に
修
繕
さ
れ
た

生
家
と
庭
を
、
長
年
守
り
続
け
て
き
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
１
人
が
古
川
豊
子
さ
ん
で
す
。

　

古
川
さ
ん
が
40
歳
の
時
、
宇
野
千
代
と
親

交
の
あ
っ
た
知
人
か
ら
「
宇
野
先
生
が
東
京

か
ら
生
家
に
初
め
て
帰
省
す
る
の
に
修
繕
以

降
草
刈
り
を
し
て
い
な
い
の
で
、
家
に
入
る

ま
で
の
道
一
本
分
だ
け
で
も
草
を
刈
っ
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
ま
す
。
快
く
引
き
受
け
ま

し
た
が
、
実
際
に
見
る
と
約
３
０
０
坪
の
庭

一
面
に
草
が
背
丈
以
上
に
伸
び
て
お
り
驚
い

た
そ
う
で
す
。
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
少

し
ず
つ
作
業
し
、
結
局
全
て
刈
り
ま
し
た
。

　

帰
省
し
庭
を
見
た
千
代
の
う
れ
し
そ
う
に

す
る
姿
が
自
分
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

思
え
た
古
川
さ
ん
は
、
も
っ
と
喜
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
庭
の
管
理
を
申
し
出
ま
し
た
。
千

　

庭
を
森
の
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
希
望
を

聞
き
、
杉
苔
の
胞
子
を
小
ま
め
に
飛
ば
し
て

少
し
ず
つ
増
や
し
た
り
、
紅
葉
は
敷
地
か
ら

出
る
枝
以
外
は
取
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

ま
し
た
。「
枝
を
整
え
た
方
が
き
れ
い
で
す

よ
と
人
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
先
生
の
好
き
だ
っ
た
庭
の
風
景
な
の

で
変
え
た
く
な
い
ん
で
す
」
と
当
時
の
面
影

を
残
す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
ま
し
た
。

　

13
年
前
か
ら
生
家
が
一
般
公
開
さ
れ
、
多

く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
管
理
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
も
増
え
ま
し
た
。
母
屋
で

も
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
番
の
魅
力

は
こ
の
庭
だ
と
古
川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

「
桜
や
紅
葉
の
季
節
の
景
色
が
良
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
縁
側
か
ら
庭
を
眺
め
て
い
る
と

疲
れ
が
取
れ
る
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
先
生
は
昔
か
ら
こ
の
庭
を
多
く
の
人
に

見
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

が
訪
れ
た
人
の
癒
し
の
場
で
あ
る
た
め
に
、

仲
間
と
一
緒
に
守
り
続
け
た
い
で
す
」

▲生家内の展示物は替わることもあ
　り、繰り返し訪れるファンも多い

▲一年を通して庭の景色を楽しむこ
　とができる

代
か
ら
「
あ
な
た
が
き
れ
い
に

し
て
く
れ
る
な
ら
、
何
度
で
も

帰
っ
て
く
る
わ
」
と
生
家
の
鍵

を
預
か
っ
た
時
、
生
家
と
庭
を

ず
っ
と
き
れ
い
に
し
続
け
た
い

と
強
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

桜
や
紅
葉
が
多
数
植
え
ら
れ

た
庭
で
す
が
、
自
然
の
状
態
が

好
き
な
千
代
か
ら
あ
ま
り
整
え

過
ぎ
な
い
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、

古
川
さ
ん
は
業
者
に
頼
ら
ず
自

分
の
手
で
行
お
う
と
決
め
ま
す
。



クリスマスみにコンサート

　12月21日、市役所１階のえんがわコートで岩国地区消防音楽隊とえき

まえ保育園の園児による「クリスマスみにコンサート」が開催されました。

消防音楽隊の心地よい演奏や園児によるハンドベル、ダンスの披露など、

会場は一足早いクリスマスムードに包まれました。

2019.2.12019.2.199
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新しい年に生ける

　12月２日、美川コミュニティ

センターで「第28回美川町生涯

学習発表大会」が開催されました。

昨年同様、カフェコーナーを設け

休憩時間もほっこりと落ち着ける

場所になりました。舞台では大正

琴・舞踊・カラオケなど出演者

20組が自慢の歌声や演奏、演舞

を披露し、会場は大いににぎわい

を見せました。

　12月17日、玖珂総合センターで、新しい年に生ける”花の力”

生け花教室が開催されました。

　今年で 7 回目となる年末恒例の講座で、自然素材の竹の花

器に、正月を彩る南
なんてん

天や蝋
ろうばい

梅、松に豪華なバラの花をアクセン

トとした華やかな生け花ができました。

自慢の演目を披露！

　12月１日、錦町広瀬で町内小

学校の持久走大会が開催されまし

た。錦清流小学校の児童63人と

宇佐川小学校の児童６人が１・２

年の部１㎞、３・４年の部 1.5 ㎞、

５・６年の部２㎞に分かれて、日

頃の練習の成果を発揮しようと頑

張って走りました。沿道では保護

者たちが盛大な声援を送り児童た

ちの走りを後押ししていました。

持久走大会

　12月15日、岩国基地内の教師ドナルド・モケルキーさんが

読み聞かせをする「英語でおはなし会」が、中央図書館で開催

されました。大人の外国人を前に緊張気味だった子供たちです

が、優しくて面白いモケルキーさんとのふれあいで徐々に打ち

解け、英語で一緒に歌を歌うなどの楽しい時間を過ごしました。

英語の絵本をみんなで楽しもう



2019.2.111

　12月17日、周東町の米川コミュ

ニティセンターでしめ縄作り体験

学習が行われました。長寿会の人

が小学生と保育園児にしめ縄の作

り方を指導しました。中には黙々

と作業をして、しめ縄を 2 つ作

る子もいました。子供たちは活動

を通して日本の良き伝統に触れ、

地域の人たちと交流を図ることが

できました。

　12月21日、ほんごう保育園に、たくさんのプレゼントが入っ

た大きな袋を持ってサンタがやって来ました。子供たちは思い

がけないサンタの登場に大喜びし一緒に楽しいひとときを過ご

しました。サンタからプレゼントを受け取ると子供たちは「サ

ンタさん、ありがとう！」と満面の笑みを浮かべていました。

サンタさんプレゼントありがとう！

地域のみんなで
　　　　　しめ縄作り

ペンギンさん、柔らかくて温かいね

　12月24日、ミクロ生物館でクリスマス特別イベント「ペン

ギンふれあい講座」が開催されました。

　訪れた親子連れなどは、宮島水族館からやって来たフンボル

トペンギンのカップルと触れ合ったり、講師からペンギンの秘

密について学んだりしながら、楽しいひとときを過ごしました。

　12月18日、美和西小学校の６

年生18人と美和町生活改善実行

グループの体験交流会「郷土料理

をつくろう」が開催され、あんこ

寿司と煮しめ、紅白白玉汁の３品

を作りました。

　子供たちは協力して野菜や鶏肉

を切ったり、煮たりしながら楽し

く料理作りを学び、試食の時間に

はみんなで舌鼓を打ちました。

郷土料理をつくろう



●
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
つ
い
て
③

12広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[155]

シーフードと野菜の
コチュジャン炒め

　

前
回
ま
で
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
概
要
、
合

併
症
に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
お
た
ふ
く
か
ぜ
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

は
任
意
で
の
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
の

接
種
率
は
40
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
は
後
遺
症
を
残
し

て
し
ま
う
合
併
症
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
望
ま
れ
る
感
染
症
と
言
え
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
1
歳
に
な
っ
た
ら
な
る
べ
く
早
め
に
接
種

し
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

を
高
め
る
た
め
小
学
校
入
学
ま
で
に
2
回
目

の
接
種
を
し
て
も
ら
う
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
し
て
は
、
1
回

定
期
接
種
を
し
て
い
る
国
で
は
お
た
ふ
く
か

ぜ
に
か
か
る
人
の
割
合
が
88
％
減
少
し
、
2

回
定
期
接
種
し
て
い
る
国
で
は
99
％
減
少
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
過
去
日
本
で

は
、
は
し
か
・
風
疹
の
ワ
ク
チ
ン
と
混
合
に

な
っ
た
も
の
で
定
期
接
種
と
し
て
選
択
で
き

て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
接

種
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
流
行
の
ピ
ー
ク
も

低
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
お

た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
髄
膜
炎
の
発
生
が
問
題
と
な
り
、
混
合
ワ

ク
チ
ン
で
の
接
種
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
が

任
意
で
接
種
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
流
通
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
で
も
4
万
接
種

あ
た
り
1
人
程
度
の
頻
度
で
髄
膜
炎
が
発
生

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
実
際
に
お

た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て

そ
の
頻
度
は
低
く
、
程
度
も
軽
い
で
す
。

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
に
は
髄
膜
炎
の

問
題
な
ど
が
あ
り
定
期
接
種
化
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
し
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
効
果
は
高
く
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
で
生
じ

る
後
遺
症
を
残
す
よ
う
な
合
併
症
を
起
こ
さ

せ
な
い
唯
一
の
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在

岩
国
市
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
で
お
た

ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
公
費
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積

極
的
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
を
予
防
す
る
た
め
に

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
前
向
き
に
考
え
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 125kcal/ 人　●食塩相当量 1.2g/ 人

①キャベツは４cm 角に切る。ピーマンとパプリカ

　はそれぞれ乱切りにする。

②ショウガとニンニクをみじん切りにする。

③シーフードミックスに A を合わせておく。

④フライパンにサラダ油を熱し、②を香りが出るま

　で炒め、③を加える。火が通ったら、①を入れて

　さっと炒める。

⑤ B を加え、強火でさっと炒め合わせる。

★ひとことポイント★

　味が中までしみ込む煮物より、素材の表面に味を

絡めた料理の方が塩味を濃く感じるため、調味料が

少なくて済みます。

材料（４人分）

・キャベツ…120g

・ピーマン…120g

・パプリカ…120g

・シーフードミックス

　　　　　　…400g

・ショウガ…１かけ

・ニンニク…４g

・サラダ油…大さじ１

・酒…小さじ２

・片栗粉…小さじ２

・コチュジャン

　　　     …小さじ２

・酒…小さじ２

・しょうゆ…小さじ２

B

A



13

○
12
月
６
日
に
発
生
し
た
Ｆ
Ａ
―

18
と
Ｋ
Ｃ

―

１
３
０
の
墜
落
事
故
に
つ
い
て

○
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
機
器
交
換
時
の
試
験
メ
ー
ル

の
誤
配
信
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

○
市
有
地
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果

可決・採択
など

否決・不採
択など

継続審査

諸般の報告 2  (0) ― ― ―

監査報告 3  (0) ― ― ―

報　　告 1  (0) ― ― ―

議　　案 31  (31) 31 ― ―

議員提出議案 2  (2) ２ ― ―

その他 1  (1) １ ― ―

○
岩
国
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
岩
国
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
都
市
活
力
再
生
・
推
進
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

○
防
災
・
減
災
対
策
推
進
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

正
予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
ポ
ン
プ
場
整
備
基
金
条
例

○
岩
国
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
岩
国
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
岩
国
市
学
習
等
供
用
会
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
住
民
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
岩
国
市
茶
室
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
岩
国
市
簡
易
給
水
施
設
等
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
岩
国
市
自
転
車
駐
輪
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
営
駐
車
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
愛
宕
山
多
目
的
広
場
建
築
物
新
築
建
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

２
議
案

（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
岩
国
市
下
水
道
事
業
会
計
補

2019.2.1

市
議
会
12
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

審
議
項
目
と
結
果

《
諸
般
の
報
告
》

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成

30
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
岩
国
市
ポ
ン
プ
場
整
備
基
金
条
例
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

《
報
告
》

問

《
監
査
報
告
》

《
議
案
》

《
議
員
提
出
議
案
》



市
民
活
動
を
応
援
す
る
制
度
の

説
明
会
を
行
い
ま
す

　

み
ん
な
の
夢
を
は
ぐ
く
む
交
付
金
、
人
材

育
成
事
業
補
助
金
、
集
会
所
整
備
事
業
補
助

金
の
制
度
概
要
や
申
請
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

２
月
20
日
㈬　

○
中
央
公
民
館　

18
時
～
19

時
30
分

２
月
21
日
㈭　

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ　

10
時

～
11
時
30
分　

○
錦
総
合
支
所　

14
時
～
15

時
30
分

２
月
22
日
㈮　

○
玖
珂
公
民
館　

10
時
～
11

時
30
分　

○
通
津
供
用
会
館　

14
時
～
15
時

30
分

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
５

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

２
月
５
日
㈫
・
14
日
㈭
・
15
日
㈮
・

18
日
㈪
～
22
日
㈮
・
25
日
㈪
・
26
日
㈫　

８

時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

全
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
消
火
器
設

置
の
義
務
が
な
か
っ
た
飲
食
店
に
も
消
火
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　

こ
ん
ろ
な
ど
の
火
を
使
用
す
る
設
備

ま
た
は
器
具
を
設
け
、
業
と
し
て
飲
食
店
を

営
む
全
て
の
店
舗

※
た
だ
し
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具

に
、
防
火
上
有
効
な
措
置
（
調
理
油
過
熱
防

止
装
置
な
ど
）
が
取
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

消
火
器
の
設
置
は
不
要

開
始
日
時　

平
成
31
年
10
月
１
日

●
消
火
器
の
点
検
・
結
果
報
告
の
義
務

　

今
回
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
消
火

器
を
設
置
し
た
店
舗
は
、
消
火
器
を
６
カ
月

ご
と
に
点
検
し
、
１
年
に
１
回
消
防
署
に
報

告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課
☎
㉛
０
１
９

６
、
中
央
消
防
署
☎
㉛
０
２
０
５

風
し
ん
抗
体
検
査
が

　
　
　

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

対
象　

次
の
①
～
⑤
を
全
て
満
た
す
人　

①
県
内
に
居
住
す
る
人　

②
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
・
妊
婦
の

配
偶
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
、
妊
婦
の
同
居
者

で
十
分
な
免
疫
を
保
有
し
て
い
な
い
人　

③
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人　

④
風
し
ん
含
有
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
人　

⑤
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
人

日
時　

○
毎
月
第
４
火
曜　

10
時
～
11
時

○
２
月
４
日
㈪　

10
時
～
15
時　

○
２
月
12

日
㈫　

17
時
～
19
時

場
所　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国
総

合
庁
舎
２
階
）

申
問
検
査
日
ま
で
に
電
話
で
、
岩
国
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉙
１
５
２
３

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

14広報いわくに

　身近な話題や募集情報など

をお届けします。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

お
知
ら
せ



国
道
１
８
８
号
岩
国
駅
前
交
差

点
の
通
行
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　　

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
前
交
差
点
を
ロ
ー
タ
リ
ー
形

状
か
ら
十
字
交
差
に
変
更
し
、
国
道
を
直
線

化
す
る
交
差
点
改
良
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
時
か
ら
車
線
を
切
り
替
え
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈬　

６
時
（
予
定
）

※
夜
間
に
作
業
し
、
完
了
次
第
切
り
替
え

※
天
候
な
ど
で
日
時
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
現
地
看
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
車
線
切
り
替
え
後
も
工
事
は
継
続
し
ま
す

問
山
口
河
川
国
道
事
務
所
交
通
対
策
課

☎
０
８
３
５
―
２
２
―
１
８
５
７

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す

る
と
、
払
い
忘
れ
な
ど
が
な
く
便
利
で
す
。

ま
た
国
民
年
金
保
険
料
に
は
前
納
制
度
が
あ

り
、
ま
と
め
て
支
払
う
と
、
国
民
年
金
保
険

料
の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前
納
の

申
し
込
み
手
続
き
は
２
月
末
ま
で
可
能
で
す
。

○
６
カ
月
前
納
は
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で

を
４
月
末
、
10
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
10
月
末
に
納
付
し
ま
す
（
10
月
末
納

期
分
の
申
し
込
み
手
続
き
は
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
２
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

※
手
続
き
に
は
預
金
通
帳
・
金
融
機
関
の
届

け
印
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要

●
現
金
払
い（
納
付
書
）

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書

が
送
付
さ
れ
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
ま
す
。

※
送
付
さ
れ
る
前
納
用
納
付
書
は
６
カ
月
前

納
分
と
１
年
前
納
分
で
す

※
２
年
前
納
の
納
付
書
を
希
望
す
る
人
は
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す

申
問
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
2
2
2
2

変更前

広島方面
下松方面

県道市道

岩国駅

市道から188号下松方面　
交差点を直進、ロータリーを回る

188号広島方面から市道　
交差点を直進、ロータリーを回る

県道から188号下松方面
交差点を左折、ロータリーを回る

市道から岩国駅方面　
市道を直進、駅方面へ

①

②

③

④

①

④

③

②

広島方面
下松方面

県道市道

岩国駅

市道から188号下松方面　
市道から右折禁止、県道に出てから
右折

188号広島方面から市道　
市道への右折禁止、県道へ右折して
から右折

県道から188号下松方面
右折禁止を解除、新設右折レーンか
ら右折

市道から岩国駅方面　
市道から直進禁止、県道に出てから
左折し駅入口で右折

①

②

③

④

①

④

③

②

変更後

国道188号岩国駅前交差点の通行方法の変更

２月20日㈬　６時（予定）　下記のように車線を切り替えます

※夜間に作業し、作業が完了次第、車線を切り替えます

※車線切り替え時や工事中は、交通誘導員の指示に従って通行してください

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827㉒3330

15 2019.2.1



未
内
定
の
新
卒
者
・
既
卒
者
へ

　

就
職
活
動
を
継
続
中
の
新
卒
者
・
既
卒
者

の
皆
さ
ん
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
最
後
ま
で
支

援
し
続
け
ま
す
。
応
募
書
類
や
面
接
の
相
談

に
も
乗
り
ま
す
の
で
、
就
職
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

募
集

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
募
集
し
ま
す

●
岩
国
市
農
林
業
振
興
基
本
計
画

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
も
の
お
よ
び
納
税

義
務
を
有
す
る
も
の

閲
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

農
林
振
興
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
所
定
の
意
見
提
出
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名

（
匿
名
不
可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
農
林
振
興
課
へ
提
出

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考
え
方
を
付
け

て
公
表
予
定（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

募
集
期
間　

２
月
20
日
㈬
～
３
月
19
日
㈫

（
必
着
）

問
農
林
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
３

FAX

㉔
４
２
２
４

n
o
u
rin

@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

講
演
・
講
座

情
報
発
信
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

対
象　

事
業
を
営
む
全
て
の
人

日
時　

２
月
27
日
㈬　

14
時
～
15
時
50
分

場
所　

市
民
文
化
会
館　

第
３
研
修
室

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容　

○
お
客
や
マ
ス
コ
ミ
の
心
を
つ
か
む

情
報
発
信　

○
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会申
問
日
本
政
策
金
融
公
庫
☎
㉒
６
２
６
５

女
子
学
生
向
け
キ
ャ
リ
ア
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス

　

県
内
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
女
子
学
生

を
対
象
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
女
子
学
生

日
時　

２
月
10
日
㈰　

①
13
時
～
13
時
45
分

②
14
時
～
16
時

※
入
退
場
自
由

場
所　

岩
国
短
期
大
学

内
容　

①
＝
身
だ
し
な
み
・
メ
イ
ク
講
座
な

ど
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー　

②
＝
女
性
が
輝
く
企

業
・
団
体
研
究
ブ
ー
ス

問
山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―
９
７
６
―
１
１
４
５

岩
国
市
民
労
働
福
祉
大
学

●
相
手
に
想
い
を
伝
え
る
話
し
方

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
、

そ
の
家
族

日
時　

２
月
26
日
㈫　

18
時
30
分
～
20
時

（
開
場
＝
18
時
）

場
所　

市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

※
市
役
所
駐
車
場
に
駐
車
す
る
人
は
駐
車
券

を
持
参
す
る
と
駐
車
料
金
を
免
除
し
ま
す

定
員　

１
０
０
人

講
師　

平
山
真
紀
子
氏
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
）

募
集
期
間　

２
月
15
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

申
氏
名
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号
、「
労
働

福
祉
大
学
申
込
」
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
岩
国
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
２
７　

中
津
町
二

16広報いわくに
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講
演
・
講
座



丁
目
20
―
12
―
２
０
１

問
岩
国
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

☎
㉑
０
４
８
０　

FAX 

㉑
０
４
８
４

商
工
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
０

イ
ベ
ン
ト

ち
か
く
に
い
わ
く
に

　
　
　
　
　
　
　

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
国
際
色
豊

か
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
外
国
人
と
一
緒
に
体

を
動
か
す
運
動
会
や
イ
ー
ス
タ
ー
の
世
界
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
か
わ
い
い
マ
ル
シ
ェ
な
ど

が
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日
㈯　

10
時
～
16
時

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

内
容　

運
動
会
、
マ
ル
シ
ェ
、
ア
メ
リ
カ
ン

な
食
べ
物
販
売
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
広
報
戦
略
課
☎
㉙
５
０
１
６

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

２
月
16
日
㈯　

９
時
30
分
～

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放
し

て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

岩
国
地
区
認
知
症
介
護
者
の
会

　
　
　
　

福
祉
ビ
デ
オ
上
映
会

●
優
し
い
認
知
症
ケ
ア　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

日
時　

２
月
22
日
㈮　

13
時
～
15
時

場
所　

福
祉
会
館

内
容　

認
知
症
ケ
ア
の
手
法
の
一
つ
、
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
の
入
門
編
ビ
デ
オ
の
上
映
会

問
岩
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
５
８
７
７

献
血

２
月
の
献
血

11
日
㈷　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

16
日
㈯　

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国　

10
時
～

12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

※
献
血
し
た
人
に
記
念
品
を
贈
呈

22
日
㈮　

○
岩
国
市
役
所　

10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

23
日
㈯　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

27
日
㈬　

○
岩
国
市
役
所　

10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館

㊡
な
し

横
山
二
丁
目　

☎
35
５
３
０
３

バ
レ
ン
タ
イ
ン
特
別
企
画
展

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
季
節
に
合
わ
せ
、
頭
部

に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
あ
る
子
ヘ
ビ
を
生
体
展

示
し
、
併
せ
て
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈯
～
28
日
㈭　

９
時
～
17

時問
文
化
財
保
護
課
☎
㉘
５
３
５
３

17 2019.2.1

イ
ベ
ン
ト

献　

血

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館

料金の記載がないものは原則無料です



岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
明
治
１
５
０
年
記
念　

実
践
の
教
育
者　

東
ひ
が
し
た
く
し
ゃ

沢
瀉

期
間　

３
月
３
日
㈰
ま
で

○
２
月
９
日
㈯　

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

内
容　

幕
末
・
維
新
期
に
活
躍
し
、
教
育
者

と
し
て
も
名
を
残
し
た
岩
国
の
志
士
・
東
沢

瀉
に
つ
い
て
、
史
料
を
基
に
紹
介

問
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
芸
防
国
境
論
争『
芸
州
用
談
記
』を
中
心
に

日
時　

２
月
17
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

兼
田
和
弥
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

問
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

対
象　

古
文
書
の
読
解
に
興
味
が
あ
る
人

日
時　

２
月
17
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

内
容　

古
文
書
の
読
み
方
を
基
礎
か
ら
学
び

読
解
力
を
身
に
付
け
る

問
岩
国
徴
古
館

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

２
月
23
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人

内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
オ
ラ
ン

ダ
型
風
車
を
作
る

募
集
開
始　

２
月
10
日
㈰　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
科
学
工
作
教
室

●
「
ド
ラ
ミ
ン
グ
キ
ツ
ツ
キ
」
と
「
火
を
ふ

く
ゴ
ジ
ラ
」

対
象　

４
歳
～
小
学
２
年
生
と
保
護
者

日
時　

①
３
月
２
日
㈯　

②
３
日
㈰　

９
時

30
分
～
11
時
30
分
（
①
②
は
同
じ
内
容
）

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

内
容　

○
磁
石
の
Ｎ
極
と
Ｓ
極
の
性
質
を
利

用
し
て
、
コ
ツ
コ
ツ
と
木
を
つ
つ
く
キ
ツ
ツ

キ
を
作
る　

○
火
を
ふ
く
ゴ
ジ
ラ
で
圧
電
素

子
の
放
電
を
体
験

募
集
開
始　

２
月
16
日
㈯　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

く
さ
び
ら
・
く
さ
ぐ
さ

　
　
　
　
　
　

金
子
司　

陶
展

日
時　

２
月
14
日
㈭
～
27
日
㈬　

10
時
～
17

時
（
初
日
は
15
時
～
、
最
終
日
は
18
時
30
分

ま
で
。
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
申
し
込
み
不
要
）

内
容　

萩
市
の
陶
芸
作
家
金
子
司
氏
の
色
彩

豊
か
な
キ
ノ
コ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
展

○
２
月
14
日
㈭　

15
時
～　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
水
玉
模
様
ま
た
は
キ

ノ
コ
モ
チ
ー
フ
を
身
に
付
け
た
人
に
特
製

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）　

○
２
月
16
日
㈯　

14
時
30
分
～
15
時
30
分　

岩
国
錦
帯
橋
空
港
で
作
陶
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

○
２
月
17
日
㈰　

10
時
30
分
～
12
時　

金
子

司
氏
と
一
緒
に
キ
ノ
コ
を
つ
く
ろ
う
！

○
２
月
23
日
㈯　

12
時
30
分
～
13
時
、
27
日

㈬　

17
時
30
分
～
18
時　

金
子
司
氏
に
よ
る

作
品
解
説

問
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
０
８
３
８
―
２
４
―
２
４
０
０

中
央
公
民
館

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

「
輝
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

●
２
月
17
日
㈰

○
舞
台
発
表　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
２
月
23
日
㈯

○
作
品
展
示　

９
時
30
分
～
16
時
30
分　

○
岩
国
短
期
大
学
生
に
よ
る
幼
児
向
け
ミ
ニ

イ
ベ
ン
ト　

10
時
30
分
～
11
時
30
分　

○
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

14
時
～
15

時　

○
古
雑
誌
配
布
（
岩
国
図
書
館
）　

９

時
30
分
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

●
２
月
24
日
㈰

○
作
品
展
示　

９
時
30
分
～
15
時　

○
マ
ン

ド
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

①
10
時
～　

②

11
時
～　

○
お
し
ゃ
べ
り
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

18広報いわくに

科
学
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
徴
古
館



時定
員　

10
人
／
日

料
金　

８
０
０
円
／
個
（
材
料
費
含
む
）

募
集
期
間　

２
月
11
日
㈷
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
丸
太
村

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

わ
た
し
の
好
き
な　

い
わ
く
に

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

ふ
る
さ
と
岩
国
と
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

○
い
わ
く
に
部
門
＝
い
わ
く
に

の
風
景
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の　

○
パ
ス
ト
ラ
ル
部
門
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

※
規
格
や
応
募
方
法
、

表
彰
な
ど
の
詳
細
は
周

東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

料
金　

５
０
０
円
／
点
（
１
人
２
点
ま
で
）

募
集
期
間　

２
月
５
日
㈫
～
３
月
１
日
㈮

（
必
着
）

問
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

（
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）　

13
時
30
分
～
14
時

30
分　

○
お
茶
席
（
有
料
）　

10
時
～
14
時

※
駐
車
場
は
岩
国
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
中
央
公
民
館

こ
ど
も
館

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎
㉔
０
８
８
８

小
学
生
の
工
作

　
　
　
　

「
カ
ラ
フ
ル
皿
回
し
」

対
象　

小
学
生

日
時　

２
月
16
日
㈯　

14
時
～
15
時
30
分

（
申
し
込
み
不
要
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

紙
皿
を
使
っ
て
か
わ
い
い
絵
皿
を
作

り
、
回
し
て
遊
ぶ

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

お
や
こ
で
こ
う
さ
く

　
　
　
　
　
　

「
お
ひ
な
さ
ま
」

対
象　

２
～
６
歳

日
時　

２
月
21
日
㈭　

11
時
30
分
～
12
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

カ
ッ
プ
を
使
い
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る

募
集
開
始　

２
月
１
日
㈮　

10
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

２
月
14
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分問
中
央
図
書
館

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

対
象　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
を
始
め
た
い
人
、
始
め
た
ば
か
り
の
人

日
時　

３
月
２
日
㈯　

10
時
～
16
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
方
の
基
本
、
お
は
な
し
会
の
実

演
、
グ
ル
ー
プ
演
習
、
質
疑
応
答
な
ど

講
師　

中
央
図
書
館
職
員

募
集
開
始　

２
月
６
日
㈬　

10
時

申
中
央
図
書
館

岩
国
運
動
公
園

㊡
２
月
21
日
㈭

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上
の
人

日
時　

２
月
24
日
㈰　

９
時
30
分
～
（
受
付

開
始
＝
９
時
）

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

※
運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
人
（
選
手
と
の
兼
任

可
）、
選
手
３
人
、
補
員
２
人
以
内

料
金　

５
０
０
円
／
チ
ー
ム

募
集
期
間　

２
月
14
日
㈭
ま
で　

申
料
金
を
添
え
て
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
２
１
３

お
雛
様
づ
く
り　

糸
鋸
教
室

日
時　

２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰　

９
時
～
16

詳細はホームページ
で確認してください
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こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

中
央
図
書
館

丸
太
村

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

料金の記載がないものは原則無料です

岩
国
運
動
公
園



3
1
0
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

「火蓋」

宮川　洋さん（海土路町）

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

４月１日号募集期限　２月25日（必着）

人
材
を
育
て
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
う
し

た
功
績
を
分
か
り
や
す
く
幅
広
い
世
代
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
漫
画
と

史
料
で
解
説
し
た
マ
ン
ガ
岩
国
人
物
伝

『
東
沢
瀉
伝
』
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

人
物
伝
は
『
赤あ

か

ね

た

け

と

禰
武
人
伝
』『
吉
川
経つ

ね

幹ま
さ

伝
』
に
続
き
３
冊
目
に
な
り
ま
す
が
、

子
供
た
ち
に
も
、
郷
土
の
先
人
の
生
涯
を

通
じ
て
、
そ
の
志
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
１
５
０
年
の
節
目
の
年
を
経
て
、

私
自
身
も
あ
ら
た
め
て
明
治
維
新
か
ら
志

を
学
び
、
そ
の
維
新
の
気
概
を
持
っ
て
、

次
の
世
代
に
誇
る

こ
と
の
で
き
る
岩

国
の
新
時
代
を
創

っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Vol.112

市長夢日記
　

岩
国
徴
古
館
で
、
企
画
展
「
明
治
１
５

０
年
記
念
『
実
践
の
教
育
者 

東ひ
が
し
た
く
し
ゃ

沢
瀉
』」

を
３
月
３
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
・
明
治
期
に
活
躍
し
た
岩
国
出
身

の
東
沢
瀉
の
生
涯
と
彼
が
も
た
ら
し
た
影

響
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
ご
子
孫
を
は
じ

め
所
蔵
者
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
今
回

新
た
に
確
認
し
た
貴
重
な
資
料
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
東
沢
瀉
は
、
机
上

の
学
問
だ
け
で
な
く
実
践
の
重
要
性
を
伝

え
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
多
く
の

 福田 良彦

▶
東
沢
瀉
伝
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